
平成28年度 春期 応用情報技術者試験 午後 問7：徹底復習レポート 

1. 本問の主題と戦略的価値 

本問は「飲食店向けタッチ式注文端末」の設計を題材に、組み込みシステムにおけるリアルタ

イムOS（RTOS）の動作原理と、複雑に絡み合う仕様を論理的に解体・再構築する能力を問う

良問である。シニアシステムアーキテクトの視点で見れば、本問の価値は単なる知識の確認で

はなく、断片的な仕様から一貫したシステムモデルを組み上げる「情報統合力」の測定にあ

る。学習の狙い  未見の仕様に対して「なぜこの設計になっているのか」という意図を読み解

き、非同期に動作するタスク群の整合性をいかに担保するか、その「現場対応型」の思考プロ

セスを習得すること。受験者は、問題文に散りばめられたハードウェアの特性、ソフトウェア

の階層、通信プロトコルを繋ぎ合わせ、一つの動的なシステムとして脳内でシミュレートする

ことが求められている。 

2. システム構成と動作仕様の深層分析 

本端末の設計における核心は、物理的な入力デバイス（タッチパネル）の不安定さを、ソフト

ウェア側の論理制御によって決定論的な挙動へと昇華させている点にある。 

UI認識ルールの設計意図 

「最後に離したボタンを認識する」という特異なルールは、単なる仕様ではない。これは油分

や水分が付着しやすい飲食店の厨房・客席環境を想定した、一種の「デバウンス（チャタリン

グ防止）処理」および「意図しない多重タッチの排除」をソフトウェアで実現する堅牢な設計

指針である。これにより、ユーザーが指を滑らせたり、誤って複数の領域に触れたりしても、

システムの挙動を予測可能な状態（Deterministic）に保っている。 

タスク構成と依存関係の構造化 

本システムは、物理層に近い処理から業務ロジックまでを明確に分離した階層構造を採ってい

る。 

| タスク名             | 主要機能（役割）                      | 依存する情報（入力）                  | 

| ------                   | ------                                           | ------                                                 | 

| タッチパネルタスク | 物理入力の検知と座標化            | 物理層からの割り込み信号・タッチ面状態 | 

| 入力判定タスク | 座標データの意味解析（メディエータ） | 座標情報、切替えフラグ（状態変数）        | 

| メインタスク     | 注文・取消等のビジネスロジック実行     | ボタン種別（セマンティックデータ）       | 

| 画面表示タスク | 描画処理と過渡状態（フラグ）の管理      | メインタスクからの遷移指示     | 



移行文:  仕様の論理構造を俯瞰したところで、次に具体的な設問を通じて、設計上の計算根拠と

不整合対策のメカニズムを検証する。 

3. 設問別：思考プロセスと正解への導出 

3.1 設問1：初期化時間・注文ID・メッセージ整合性 

■ 初期化時間の定量的算出  組み込み開発において時間計算は命命である。本問では以下の3フ

ェーズを正確に合算する必要がある。 

● 初期化・転送準備:   0.2 s （固定値） 

● プログラム転送:   0.2 s 

● 計算式： 200 kByte/1,000 kByte/s = 0.2 s 

● OS起動:   0.3 s （固定値）  合計:   0.2 + 0.2 + 0.3 = 𝟎. 𝟕 s 

● Architect's Tip:  IPA試験における単位換算の罠に注意せよ。本問では冒頭で  1M = 1,

000k  と明記されている。慣習的な  1,024  計算を持ち込まず、与えられた制約下で計算

を簡略化する判断力が、制限時間内での正確な回答を左右する。 

■ 注文IDの抽象化と具象化  注文IDはあくまで「識別子（Identifier）」であり、それ自

体に注文内容（商品名、個数）という「意味情報」は含まれない。利用者が取消を判断

するには画面への具体的情報の再提示が不可欠であるため、正解は「 ウ 」となる。 

■ 状態ベースの整合性維持  「注文取消」と「注文確定」の競合は、分散システムにお

ける古典的な課題である。本設計では、端末側が取消送信時に履歴を削除する仕様とな

っており、後着した確定メッセージを「対応する注文が注文履歴の中に存在しなかった

場合，端末は注文確定メッセージを破棄する」というロジックで処理する。これによ

り、複雑な排他制御を導入せずとも結果的な整合性を確保している。 

3.2 設問2〜4：タスク間連携と状態遷移のガード条件 

■ 入力判定タスクの役割（メディエータ）  設問2で問われているのは「情報の出所」である。

入力判定タスクは タッチパネルタスク から「 座標情報 」というRawデータを受け取る。これを

「どのボタンが押されたか」というセマンティックな情報（ボタン種別）へ変換するのがこの

タスクの存在意義である。 

■ 状態遷移におけるガード条件  図3の空欄aには、システムの過渡期における入力を無効化する

「ガード条件」が入る。表2の画面表示タスクの仕様「画面切替え中は、切替えフラグを1にす

る」と連動し、正解は「 切り替えフラグが1か 」となる。これは不正な二重遷移や、表示と内

部状態の不一致を防ぐためのクリティカルなチェックポイントである。移行文:  以上の個別解法

から、組み込みシステム設計における普遍的なベストプラクティスを抽出する。 



4. 組み込みシステム設計における重要教訓（So What?） 

本問の設計思想からは、実務においても極めて重要な以下の教訓が得られる。 

● リアルタイムOSにおける「責任の分離」: 

● 物理座標を扱う「入力判定」と、注文処理を扱う「メイン」を分離することで、UIレイ

アウトの変更がビジネスロジックに波及しない疎結合な設計を実現している。 

● 不整合に対する「冪等性（Idempotency）」と状態管理: 

● 注文確定メッセージの破棄ロジックは、一種の**楽観的同時実行制御（Optimistic Conc

urrency Control）**と見なせる。履歴の有無という「状態」に基づいて後続メッセージ

をフィルタリングすることで、通信の逆転現象を吸収し、システムの冪等性を担保して

いる。 

● ガード条件による「過渡状態」の保護: 

● 画面切替え中の入力無効化（aの処理）は、ユーザー体験（UX）の安定化だけでなく、

システムの内部状態が不安定な「過渡期」における予期せぬ割り込みを排除する。これ

は堅牢なステートマシン設計の基本である。 

5. 結論と今後の学習指針 

応用情報技術者試験の午後問題、特に組み込みシステム分野を攻略する鍵は、「図表と本文の

往復による論理の同期」にある。本問が証明した通り、仕様書に書かれた「なお〜」の一言

や、フラグの微細な定義が、複雑な状態遷移を解く唯一の鍵となる。今後の学習においては、

単に正解を追うのではなく、「なぜこのタスク構成なのか」「なぜこのフラグが必要なのか」

という設計者の意図を問う習慣を身につけてほしい。問題文という「答えの宝庫」を解体する

スキルを磨くことこそが、合格、そして実務における高度な設計能力へと直結するのである。 
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